
平
成
二
十
八
年
二
月
五
日
受
領

答

弁

第

一

〇

二

号

内
閣
衆
質
一
九
〇
第
一
〇
二
号

平
成
二
十
八
年
二
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
本
村
賢
太
郎
君
提
出
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
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員
本
村
賢
太
郎
君
提
出
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キ
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に
関
す
る
質
問
に
対
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る
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弁
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一
及
び
二
に
つ
い
て

国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
の
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
方
移
転
に
係

る
岐
阜
県
か
ら
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
内
閣
官
房
が
平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
八
日
に
公
表
し
た
「
政
府
関
係
機

関
の
地
方
移
転
に
係
る
対
応
方
針
」
（
以
下
「
対
応
方
針
」
と
い
う
。
）
別
紙
一
に
お
い
て
「
対
象
機
関
は
、
多
く
の
関
東

圏
を
中
心
と
し
た
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
東
京
大
学
等
に
お
い
て
学
生
指
導
等
の
教
育
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
移

転
に
伴
う
研
究
能
力
等
の
確
保
・
向
上
に
懸
念
が
あ
り
、
ま
た
、
宇
宙
環
境
試
験
設
備
や
衛
星
試
験
設
備
な
ど
高
価
で
多
数

の
設
備
（
数
百
億
円
）
が
あ
り
、
移
転
・
新
設
の
場
合
、
費
用
の
捻
出
や
、
移
転
等
に
伴
う
「
は
や
ぶ
さ
�
」
を
は
じ
め
と

し
た
研
究
遅
延
の
懸
念
が
あ
る
が
、
各
務
原
市
の
航
空
宇
宙
科
学
博
物
館
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
考
慮
し
、
航
空
宇

宙
分
野
に
お
け
る
普
及
・
理
解
増
進
活
動
の
連
携
の
具
体
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
と
も

に
、
対
応
方
針
に
お
い
て
「
「
具
体
的
検
討
を
進
め
る
提
案
」
と
さ
れ
た
も
の
（
別
紙
一
）
に
つ
い
て
は
、
具
体
化
に
向
け

た
論
点
・
検
討
課
題
を
中
心
に
関
係
者
間
（
提
案
道
府
県
、
関
係
市
町
村
、
地
元
大
学
・
研
究
機
関
等
と
、
関
係
府
省
庁
、

対
象
機
関
等
）
で
更
な
る
詳
細
な
検
討
を
行
い
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
今
年
度
末
ま
で
に
成
案
を
得
る
こ
と
を
目
指
す
」
こ
と

一



と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
沿
っ
て
検
討
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
、
お
尋
ね
に
つ
い
て

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

機
構
の
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
方
移
転
に
係
る
秋
田
県
か
ら
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
対
応
方
針
別
紙
二
に
お
い
て
「
対

象
機
関
の
研
究
部
門
は
大
学
の
研
究
者
が
集
ま
っ
て
基
礎
研
究
を
幅
広
く
実
施
。
現
在
、
秋
田
県
に
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
部

門
の
研
究
は
特
定
の
研
究
者
は
い
る
も
の
の
、
秋
田
県
に
は
研
究
集
積
が
あ
る
と
は
い
え
ず
、
移
転
に
よ
る
機
能
の
向
上
が

見
込
め
な
い
一
方
デ
メ
リ
ッ
ト
極
小
化
の
工
夫
が
乏
し
い
。
な
お
、
今
後
の
研
究
協
力
の
可
能
性
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
検

討
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
対
応
方
針
に
お
い
て
「
「
別
紙
一
以
外
の
提
案
」
（
別
紙
二
）
に
つ
い
て
も
、

提
示
さ
れ
た
論
点
を
踏
ま
え
て
地
元
受
入
体
制
等
の
用
意
が
図
ら
れ
、
具
体
的
な
検
討
に
入
る
こ
と
を
道
府
県
が
希
望
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
を
行
う
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
当
該
提
案
に
つ
い
て

の
更
な
る
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

二


